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（２）人口減少段階、人口減少状況の分析 

人口減少は一般的に、以下の３つの段階を経て進行するとされている。 

 

表 2.2 人口減少段階 

段階 傾向 

第１段階 老年人口の増加、生産年齢・年少人口の減少 

第２段階 老年人口の維持・微減、生産年齢・年少人口の減少 

第３段階 老年人口の減少、生産年齢・年少人口の減少 

 

図 2.2 のとおり、全国では平成 52 年に第２段階に入り、平成 72 年に第３段階

に突入すると推計されている。 

全国の傾向を踏まえ、本町の人口減少の状況を推計すると、平成 32 年までは老年

人口が増加しており「第１段階」に該当する。しかしその後は老年人口も減少に転じ、

第２段階～第３段階となり、全国に比べ早い傾向で人口減少が進むことが分かる。 

図 2.2 人口の減少段階（全国） 

 
 

図 2.3 人口の減少段階（津南町） 

 

参照：国提供ワークシートからの推計値  
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